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 本市では鋳銭司地域に所在する平安時代の銭貨鋳造所跡である「史跡

周防鋳銭司跡
すおうのじゅせんしあと

」において、平成２９年度から山口大学と連携して発掘調

査を行っています。 

 令和５年１０月に第４次調査（平成３０年度）で採取した土の水洗選

別(注１)作業で新たな銭種「富寿神宝
ふじゅしんぽう

」を発見しました。 

  

１．新たな銭種「富
ふ

寿
じゅ

神宝
しんぽう

」について 

①生産時期：平安時代 

弘仁
こうにん

９年（８１８）～承和
じょうわ

元年（８３４） 

②法量：縦方向の直径：２３.１㎜、横方向の直径：２３.０㎜、 

    厚さ：１.５㎜、重量：１．７０５３ｇ 

③発見の経過 

平成３０年度 第４次調査において溝状遺構（図８参照）の土を採

取し、土の水洗選別作業に着手 

令和５年１０月 水洗選別作業により「富寿神宝」を発見 

令和５年１０月１６日・２０日 実体顕微鏡による調査 

令和６年１１月～２月 Ｘ線ＣＴ撮影 

令和６年２月 古代の銭貨生産及び貨幣史の専門家による調査 

令和６年３月６日 史跡周防鋳銭司跡調査検討委員会で報告 

 

２． 専門家による調査所見（令和６年２月） 

 周防鋳銭司で生産された富寿神宝の未使用の完成品である可能性が

高い。 
 
 

・輪側
りんそく

（注２）が平坦で角が立つとともに摩耗がないことから、研磨仕

上げを行った完成品でかつ、未使用のものと考えられる。 

 

 

件 名： 史跡周防鋳銭司跡における新たな銭種「富寿神宝
ふ じ ゅ しんぽ う

」の発見について 

担当課： 
教育委員会事務局 文化財保護課 埋蔵文化財担当 

 （電話：083-920-4111） 
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・周防鋳銭司よりも前に操業していた長門鋳銭使(注３)で生産された富

寿神宝が周防鋳銭司に持ち込まれたとは考えにくい。周防鋳銭司で

鋳造した完成品が見つかったと考える方が自然である。 

 

【調査メンバー（50音順）】 

櫻木晋一氏（朝日大学教授、貨幣史） 

高橋照彦氏（大阪大学教授、日本考古学） 

永井久美男氏（兵庫埋蔵銭調査会、貨幣史） 

松村恵司氏（前奈良文化財研究所所長、貨幣史） 

 

３．発見の意義 

文献史料によると、周防鋳銭司では皇朝十二銭のうち「富寿神宝
ふじゅしんぽう

」

から「乾元大宝
けんげんたいほう

」まで８種の銭貨を生産していたことがわかっていま

す。これまでの発掘調査では「承和昌宝
じょうわしょうほう

」、「長年大宝
ちょうねんたいほう

」、「饒益神宝
にょうやくしんぽう

」

の３種の鋳損じ銭が出土しています。 

文献史料からは富寿神宝が弘
こう

仁
にん

９年（８１８）から承和
じょうわ

元年   

（８３４）までの間に生産されたこと、周防鋳銭司が天長２年   

（８２５）に設置されたことがわかっています。今回の発見で、史跡

指定地のほぼ同一地点において、最長で天長２年（８２５）から貞観

１２年（８７０）までの４５年間に銭貨生産が行われていたことを考

古資料で明らかにすることができました。 

 

４．「富寿神宝」の特別公開 

期間 ５月２８日（火）～９月１日（日） 

場所 鋳銭司郷土館（鋳銭司１１４２２番地） 

開館時間 ９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休館日 月曜日（祝日の場合は翌平日） 

観覧料 １１０円（１８歳以下、７０歳以上の方、障がいのある方

及び同行の介助者は無料） 

 ※周防鋳銭司跡出土品追加指定展（これまでに出土した鋳損じ銭３種

１０点）と同時開催。 
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５．専門家のコメント 

○松村 恵司 氏（前奈良文化財研究所所長、貨幣史） 

 今回の発見によって、調査地周辺に長門国から移転した周防鋳銭司の

当初の銭貨生産施設が存在したことがほぼ明らかとなった。今後のさら

なる調査・研究の深化に期待したい。 

 

※専門家への取材を希望される場合、連絡先をお知らせしますので、会

見終了後、文化財保護課職員にお声がけください。取材は本日１６時

までにお願いいたします。 

 

 

（注１） 遺跡から採取した土を、水を入れたバケツ内でフルイにかけ 

て、細かな遺物を取り上げる作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注２） 銭貨の外側にあるリング状の部分の側面（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注３） 弘仁９年（８１８）に長門国（現在の下関市）に設置された 

古代の銭貨鋳造機関。 

参考 銭貨の各部名称 
（松村恵司 2017「古代の銭づくり―銭貨量産技術の復元―」 

『古代テクノポリス鋳銭司・陶―これまでとこれから―』より） 

水洗選別作業風景 
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図５ 皇朝十二銭の変遷（山口大学作成図に加筆） 

新たに発見

された銭種 

これまで

に発見さ

れている

銭種 

図１ 富寿神宝 表面（拡大約 150％） 図２ 富寿神宝 裏面（拡大約 150％） 

図３ Ｘ線ＣＴ画像 表面（拡大約 150％） 図４ Ｘ線ＣＴ画像 裏面（拡大約 150％） 

元興寺文化財研究所提供 元興寺文化財研究所提供 
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図６ 史跡地及び発掘調査地点位置図 

図６ 史跡周防鋳銭司跡位置図 
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図７ 史跡指定地及び発掘調査の範囲 

図８ 富寿神宝の出土位置 
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※本資料の図１～８は提供可能です。ご希望の場合は終了後、文化財保

護課に番号をお知らせください。 


